
 

 

 

 
 
 
       
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 
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女川原発２号機再稼動の是非を問う県民投票条例制定を求める署名 

 

 

 

 

＜武田真一郎氏プロフィール＞ 
1959 年東京生まれ。成蹊大学大学院法学政治 

学研究科博士後期課程修了(法学博士）。徳島 

大学総合科学部助教授、愛知大学法学部助教授 

を経て、成蹊大学法科大学院教授。専門は行政法 

（以上、書籍『吉野川住民投票 市民参加のレシピ』より） 

沖縄辺野古新基地「県民投票」のブレーン的存在です。 

≪プログラム≫ 
①主催者挨拶 

この間の活動報告 

②武田真一郎氏 講演 

③今後の予定と行動提起 

④質疑、討論・意見交換 

⑤閉会挨拶 

 

 

 

「女川原発」県民投票条例制定を求める

署名 1月 10日提出の全県分 

市区町村 署名数 有権者数 ％ 

仙
台
市 

青葉区 10,691 245,580 4.4% 

宮城野区 6,860 158,889 4.3% 

若林区 6,208 114,337 5.4% 

太白区 10,654 191,963 5.6% 

泉区 10,195 179,928 5.7% 

石巻市 8,514 123,995 6.9% 

塩竈市 4,973 47,003 10.6% 

気仙沼市 5,909 55,813 10.6% 

白石市 1,412 29,615 4.8% 

名取市 2,325 63,710 3.6% 

角田市 1,402 25,188 5.6% 

多賀城市 3,416 51,760 6.6% 

岩沼市 1,998 36,588 5.5% 

登米市 4,955 68,431 7.2% 

栗原市 4,056 59,560 6.8% 

東松島市 2,501 33,712 7.4% 

大崎市 8,763 110,614 7.9% 

富谷市 1,455 41,383 3.5% 

蔵王町 356 10,472 3.4% 

七ヶ宿町 164 1,230 13.3% 

大河原町 1,431 19,726 7.3% 

村田町 366 9,628 3.8% 

柴田町 1,077 32,228 3.3% 

川崎町 345 7,752 4.5% 

丸森町 1257 11,983 10.5% 

亘理町 830 28,601 2.9% 

山元町 212 10,853 2.0% 

松島町 885 12,542 7.1% 

七ヶ浜町 910 16,139 5.6% 

利府町 1,064 29,557 3.6% 

大和町 616 23,104 2.7% 

大郷町 385 6,986 5.5% 

大衡村 65 4,787 1.4% 

色麻町 445 5,810 7.7% 

加美町 1,272 20,199 6.3% 

涌谷町 2,003 14,213 14.1% 

美里町 2,499 21,138 11.8% 

女川町 1,238 5,659 21.9% 

南三陸町 596 11,321 5.3% 

合 計 114,303 1,941,997 5.9% 

 

全県の署名到達は、11 万 4303 筆(有権者の 5.9％)に 
 女川原発 2 号機稼働の是非を問う県民投票を求めて、10 月 2 日から

12 月 2 日まで全県でとりくんできた県民投票条例制定を求める直接請求

署名は、12月12日に一斉提出(仮提出)しました。町長選挙があった丸森

町では選挙後12日から再開してとりくみ、12月31日に終了。丸森を合わ

せて、1月 10日、各市区町村選管に本提出します。→表参照 

 これらの署名は、一つ一つ各選挙管理委員会で点検され、有効署名数を

確定した後、2月7日には返付されます。返付された署名簿は、2月13日

開会する県議会で審議されるように、全県分をまとめて県知事宛てに提出し

ます。(2 月 8日に提出予定です。）第 2 ステージは、県議会です。 
 

条例案実現めざし、住民の思いを伝えるため、地元県議に要請しましょう！ 
それぞれの地域から選出されている議員さんに、これまでの署名のとりくみや

結果、条例案のことなどを話しながら、県議会に提案される条例案への賛同

を要請しましょう。先輩や後輩、教え子やその友人などのさまざまなつながりも頼っ

て議員さんと直接お話しすることが重要です。何人かで訪ねて、ご意見などを

伺いながら、この署名に込めた地元住民の思いを伝えましょう。 

mailto:housyanoujoseinet@hotmail.co.jp


 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
  

女川原発再稼動 STOP！放射能汚染ゴミ焼却・埋め込み反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 

！
 

◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo 金曜デモ・毎週金曜 17 時半・あさひ中央公園集合後デモ 

＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17 時半下馬駅裏宮城民医連事業協前集合後デモ出発 

＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 

＊仙台長町地域：第3水曜12時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション・仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 

＊脱原発みやぎ金曜デモ仙台中央部 「女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ」 
1月11日(金)18時10分集合元鍛冶丁公園18時半デモ出発 
1月20日(日)14時10分集合勾当台公園集合14時半デモ出発 
1月25日(金)18時10分集合勾当台公園集合18時半デモ出発 

 
◆1月10日(木)11時～「女川原発再稼働の是非を問う県民投票条例の制定を求める署名」本提出 記者会見 県庁 

◆1月11日(金)13時30分～朗読劇 「 線量計が鳴る」俳優中村敦夫による書き下ろし、独演 於・法運寺（地下鉄連坊駅西1出口すぐ） 

                                                       前売券2000円当日券2500円 主催仙台実行委員会 

◆1月13日(日)10時12時半15時17時半・4回上映「沖縄スパイ戦史」於・仙台メディアテーク 前売り1000円 主催・「テロにも戦争にもNOを！」の会 

◆1月15日(火)25日(金)12時～13時「女の平和」ピースアクション 署名・街頭宣伝 於・フォーラス前 

◆1月19日(土)13時半～第29回宮城はたらく女性のつどい「女性が安心して働ける世の中って？」講師・長尾ゆりさん（全労連女性部長） 

                                       於・フォレスト仙台２F会議室 参加費300円 主催：実行委員会 

◆1月26日(土)13時15分～「 新年からの闘いに向けて」渡辺治さん講演＆パネルディスカッション 参加費500円      

                     於・TPKガーデンシティ仙台勾当台（地下鉄勾当台公園駅北1出口1分）主催・宮城県内九条の会連絡会 

◆1月27日(日)13時半～ みんなで決める会学習討論集会「実現しよう！県民投票」 講師：武田信一郎さん(前ページ参照) 

於・エルパーク仙台ギャラリーホール 

◆2月5日(火)10時～汚染廃棄物の焼却差止め 大崎住民訴訟 第2回公判 

◆2月10日(日)13時～17時「試験焼却ストップ・大崎裁判に学ぶつどい」(仮称) 於・エルソーラ仙台・28階・大研修室 

                                              主催:放射能汚染廃棄物一斉焼却反対宮城県民連絡会 

◆2月11日(月)13時15分～2019年 ２・11信教・思想・報道の自由を守る宮城県民集会 於・仙台国際センター大ホール 入場無料 

 講演：「こんな国で生きていく！？」中野晃一さん(政治学者・上智大学教授) 主催・靖国神社国家管理反対宮城県連絡会議 

◆2月13日(水)宮城県議会2月定例会開会 

◆2月15日(金)25日(月)12時～13時「女の平和」ピースアクション 署名・街頭宣伝 於・フォーラス前 

◆2月16日(土)14時～宮城県原水協講演会「核兵器のない世界をめざして～禁止条約とNPT再検討会議～」 主催・宮城県原水協 

講師：前川史郎さん(原水協常任理事) 於・東京エレクトロンホール宮城601 無料 

◆3月2日(土)13時～宮城県母親連絡会2019年度総会於いて・県労連会館２F 

◆3月8日(金)18時15分～国際女性デー第59回宮城県集会「占領下の沖縄、返還後の沖縄、そして今～レンズを通してみてきたこと～」 

                       講師:嬉野京子さん(報道写真家)於・仙台市戦災復興記念館展示ホール 資料代500円 主催:実行委員会 

 
  「みんなで決める会」は、12 月 12 日から再開した 

丸森町での署名活動にとりくみ、受任者を先頭にして 

署名をさらに増やし、1257筆 10.５％になりました。 

 １月 10日に本提出した全県の署名簿は、有効署名 

数が確定した２月７日には、返付されます。 

 宮城県議会は、２月 13日に定例議会が開会される 

ので、２月８日には全署名簿を宮城県に提出します。 

地元選出の県議に、住民の思いを込めた署名の力、 

女川原発稼働の是非を県民投票で決めることの意義を 

訴え、条例案制定への賛同を求める活動が重要です。 

 限られた期間の活動です。力を合わせて頑張りましょう。 

 
 

 

放射能汚染廃棄物 焼却差止の住民訴訟・大崎  
 

今後の予定 

1月 10日／全県市区町村で署名本提出 

         この後、各選管で署名簿を審査 

1月 30日／署名簿の審査終了 

2月 7日／有効署名数確定・告示 

縦覧後の署名簿が返付される 

（各市区町村の受任者代表に） 

2月 8日／条例案審議と成立を求めて、 

全署名簿を県に提出する  

２月13日／2月県議会開会予定 

「良好な自然環境を汚染して、住民の生活を壊す焼却は許せ

ない」と原告団長阿部忠悦さん。「住民団体と行政の約束を一

方的に破棄するのは不法・不当である」と原告の小沢さん。 

さらに、「公金支出は違法、支出差し止めを求める申し立て」

も受理されました。宮城県の放射能汚染廃棄物の処理問題は

新たな局面に入りました。次回公判は、2月5日(火)10時～ 

放射能汚染廃棄物の焼却処理は誤りであり公金支出の

差し止めを求めて、大崎市の住民による訴訟が提訴され、

12月５日仙台地裁で第一回公判が行われました。 

宮城県と国が進める放射能汚染廃棄物処理の施策の誤

りをハッキリさせようという参加者で傍聴席はいっぱいでした。 


